
○ 生産者にとって、どの研究機関・研究者がどのような技術開発や研究を行っているのかわかりにくく、現場の課
題を相談しにくい。 

○ 開発した技術や研究成果が生産者や関連機関に十分に伝わっておらず、活用・普及が限定的。 

○ 8月末に研究者情報について、暫定的なシステムを農水省のHP
で公表、試験利用開始。 

背景と課題 

現時点の対応 

研究成果の「見える化」について 

○ 大学、国・都道府県の試験研究機関の農業研究者情報について、 8月末から暫定公開開始。 
○ 今後、28年度補正予算により、①研究者情報に加え研究成果も体系的に整理・公開、②検索性
や見やすさの改善等利用者の使い勝手を向上させた本格的なシステムを構築予定。 
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機   関   区   分 機関数 人数 

公   設   試 34  1,171 

大       学 28   130 

法       人  2 1,812 

合         計   3,113 

・大学、国・都道府県の農業研究者リスト（９月13日時点 約3,100名）  
 を収録。 
 
・作物・畜種別に研究者情報を閲覧可能。 
 
・収録情報は、研究対象の作物・畜種、研究分野、研究機関名、研究者氏名、連絡先、インターネットに掲載 
 されている研究成果情報へのリンク等。 
 
・システムに対する意見・要望を聞くためのメールアドレスを設定。 

収録人数内訳（9/13時点） 

○ 収録情報・機能の概要 

資料７ 



①～③の操作により、利用者が関心のある内容に合致した
研究者情報・研究成果にピンポイントでアクセスすること
が可能に。 

１．大学や公設試に対して、研究者情報の収録
協力を引き続き呼びかけ、研究者情報の充
実を図る。 

 
２．今般暫定的に利用開始したシステムについ
ては、次のような点がさらに必要と認識。 

 
①研究成果を見やすく・分かりやすく解説した
情報を、研究者情報と同様にタグ付け（分
類）してシステムに収録、 

②検索性の向上や、登録情報の更新、見やす
さの改善など、利用者の使い勝手を向上（右
イメージ）。 

 
３．有識者との相談、暫定版利用者からの意見
収集等を踏まえ、 28年度補正予算により試
験利用中のシステムを改善し、本格的なシス
テムを28年度中に構築。 

今後の方向 

生産者のみならず民間企業にも、研究成果・
研究者情報をご活用いただき、農林水産業の
イノベーション創出を！ 

研究者・ 
研究成果検索 

畑作物 水稲 畜産 野菜 果樹 研究成果 研究者情報 

①生産者が「研究者情報」
か「研究成果」を選択 

②関心のある分類を選択 

□ 栽培管理全般 
□ 育苗 
□ 移植 
□ 施肥 

□ 病害虫防除 
□ 水管理 
□ 直播栽培 
□ 冷害 

□ 高温障害 
□ 低コスト化 
・・・・ 

対象にする活動 

検索 

③各分類に応じた技術一覧
から関心のある項目を選択 

研究成果の「見える化」システムのイメージ 

研究成果の「見える化」について 

２ 

（Ｈ２８補正で実施予定） 



研究成果の「見える化」について 

３ 

農業研究者リストのURL：http://www.s.affrc.go.jp/mieruka/index.htm 

8月末から暫定公開中の試験システム（研究者情報）の例 

○○学部 ○○学科 

○○ △△ 

○○学部 ○○学科 

□□ｰ□□ｰ□□ ○○学部 ○○学科 

○○学部 ○○学科 

○○ △△ 

○○ △△ 

○○ △△ 

□□ｰ□□ｰ□□ 

□□ｰ□□ｰ□□ 

□□ｰ□□ｰ□□ 



※本資料は、平成２８年度第２次補正予算原案に基づいて作成したものであるた
め、成立した予算の内容に応じて変更があり得る。 


